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◇マナーを守って加害者にも被害者にもならないように！ 
11 月 1 日（金）に授業参観のあと，ＰＴＡ講演会で，広島市電子メデ

ィア協議会会長 開地義明（かいち よしあき）さんに「大人が知っておきた

いインターネットの世界」というテーマで講演をしていただきました。今

回の講演会は，ネットとの付き合い方について理解を深めるとともに，

「ＰＴＡ宣言」の取組を再確認し，更なる取組を意識するよい機会となり

ました。 ～生徒の感想より～ 

「携帯やインターネットの恐ろしさや新たな考えを持てたと思い    

ます。一つ一つの行動に責任をもっていきたいと改めて思い 

ました。親とのルールをしっかり考えたいと思いました。」 

「スマホは将来必要になるものだけど，使い方を間違えるとトラ 

ブルに巻き込まれるから，気を付けて使うようにしないといけ 

ない。制服やキーホルダー，家のカギやチケットをＳＮＳにアッ 

プするだけで，身元や個人情報がすぐにバレてしまうと分かっ 

た。将来のためにも，変な投稿をしないようにしないといけな 

いと思った。」 

◇便利さの裏には危険も！ 
～他人事だと思っていませんか？～ 

 携帯電話等でインターネットを利用している青少年のう

ち，約４割が１日２時間以上利用し，メールや通話，ＳＮＳ

など熱中し，深夜まで使用することで，学習時間や睡眠時間

が減少し，使用時間が長いことで学力に顕著な影響が出てい

ます。高校の先生と話をすると，今や，受験の敵は携帯・ス

マホだそうです。そして，中学生のトラブルの多くは，携帯

やスマホが関係しています。  

平成 29 年には，コミュニティサイトを通じて児童買春や児

童ポルノ等の犯罪被害にあった子ども（18 歳未満）は 1813

名もおり，増加の一途をたどっています。特に，自分で自分

の裸の写真を撮って送信させられるケースが増加していま

す。 被害児童（18 歳未満）の約 9 割がスマホを使い SNS に

アクセスしており，被害児童（18 歳未満）の８割強がフィル

タリング未利用でした。次のような例があります。（「平成 29 

年における SNS 等に起因する被害児童の現状と対策について・平成 30 年４⽉」警察庁） 

・女子中学生が，ｺﾆｭﾆﾃｨｻｲﾄで知り合った男性モデルになりすまし  

た男に，自分の裸の画像を送信させられた。 
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・女子中学生が，コミュニティサイトで知り合った男に，連絡先と顔写 

真をばらまくと脅され，自分の裸の画像を送信させられた。 

・親とケンカをした女子中学生が，宿泊場所の提供を求めサイトに  

書き込んだところ，車で迎えに来た男から家出をするようにそそ 

のかされ，そのまま男の家に連れて行かれた。 

・男子中学生が，サイトで知り合った男と実際に会った結果，わいせ 

つな行為をされ，その様子をデジタルカメラで撮影された。その後，  

男から「学校にばらす」等と脅された。 

・夏休みに家族で旅行中，仲良しの友だちに，旅先から写真やメッ 

セージを SNS に投稿した。家に帰ると家の中はぐちゃぐちゃ。しばら 

く留守にしていることがバレ，空き巣に入られてしまった。 

もしもこのようなトラブルや犯罪被害にあってしまったら，すぐに保護者や先生，警察に相談しまし

ょう。また，このようなことに巻き込まれないように，携帯・スマホに関して，家庭でのルールを作

り，必ずフィルタリングを利用しましょう。 

両城中学校ＰＴＡでは，ネットトラブルから子どもたちを守り，子どもをトラブルの被害者にも加害

者にもしないために「両城中学校ＰＴＡ宣言」の取組を進めています。７月の中間評価では,｢ＰＴＡ宣

言を守っている｣と回答した生徒・保護者の肯定的評価の割合は,生徒：69.6% 保護者：74.5%でした。

100%を目指して一緒に取り組んでいきましょう。 

◇天災は忘れた頃にやってくる！～自分の命は自分で守ろう～ 
11 月 5 日（火）に「広島県『みんなで減災』一斉地震防災訓練」に参加しまし

た。両城中学校では，避難訓練をはじめ，定期的に「土砂災害対応携帯マニュア

ル」の確認をしたり，社会，理科，保健体育，家庭科，英語等各教科で，防災に関

する内容を学習したりしています。防災に関する意識は高まっていますが，天災は

忘れた頃にやってきます。日頃の危機意識が大切です。時には立ち止まって，もし

も・・・ということを考えながら生活していきましょう。また，家庭でも万が一に

備えてどう行動するのか再度話し合っておきましょう。 

◇高校の先生の授業を受けました 
11 月 12 日（火）３年生を対象に，呉三津田高等学校の先生３名に，

英語，数学そして小論文の授業をしていただきました。高校の先生の授

業を受けることができてとても刺激になったようでした。 

～生徒の感想～ 

「どの先生もすごく個性豊かで,とても楽しい授業でした｡」 

「今まで常識だと思っていたことが，違っていてびっくりして衝  

撃を受けました。数学は今まで習った方法より，もっと簡単な 

「両城中学校ＰＴＡ宣言」 

１ 保護者が責任を持ってしっかり管理します。 

・携帯電話の契約者も，持たせたのも，料金を払うのも保護者です。ネットを通じたトラブ

ルが発生したときは保護者がきちんと対応します。 

２ 夜９時以降は｢メール｣や｢ライン｣等はさせない。携帯電話等は保護者が管理する。 

・ただし,９時以降,学習塾等での外出で家庭への連絡が必要な場合は，各家庭で時間を定める。 

・携帯電話やｽﾏｰﾄﾌｫﾝだけでなく,「ﾗｲﾝ」等ができる通信機能のついた｢iPod-touch｣｢WALKMAN｣などの携 

帯音楽ﾌﾟﾚｰﾔｰ,｢ﾆﾝﾃﾝﾄﾞｰ 3DS｣｢ｿﾆｰのﾌﾟﾚｲｽﾃｰｼｮﾝ･PSP｣などのｹﾞｰﾑ機，ﾀﾌﾞﾚｯﾄ PC 等も含みます。 



方法があることを習って感激しました。これからも使っていきた 

いと思います。」 

「小論文は何に気をつけて，どのように書けばよいか，わかりやす 

く説明してもらったので，よくわかりました。これから意識して 

書くようにします。」 

「英語は，改めて“大文字からはじめピリオドで終わる”ことの大  

切さがわかりました。問題を読むときに何を求められているのか 

しっかり読み取って問題を解くようにしたいです。英語で表現す 

るときは，簡単な単語でいいから，自分のわかっている単語を使 

ってコンパクトに表現するようにしたいと思いました。」 

 

◇小中合同二川クリーン活動を行いました 

11 月 19 日（木），小学校第１学年から中学校第２学年までの８学年が縦割り班で，両城小・港町

小学校区内の清掃活動を行いました。地域の清掃を小学生とともに行うことで中学生としての役割を果

たし，地域の一員としての自覚を深めることができました。ゴミを拾って地域も心もきれいになりまし

た。しかし，ゴミが落ちていなければゴミ拾いを行う必要はありません。どうしてゴミを捨て

る人がいるのか，どうすればきれいなまちにできるのか考える時間にもなりました。 
 

◇一人で悩まないで相談してね   

【カウンセラー相談日（木曜日）】 

両城中にも相談窓口があります。心配なことがあ

れば，いつでも相談してください。 
 
 
 
 

◇新メール配信システム導入 

ご案内させていただいたように，呉市では，12 月１日から，すべての呉市立小・中・高等学校におい

て「学校メール配信システム」が新システムに変わりました。このことにより，改めて新メール配信シ

ステムに登録し直す必要があります。登録がまだお済みでない方は早めの登録をお願いします。 

 
 
◇学校周辺のブロック塀とフェンスの工事がはじまります 

12 月半ばから 3 月の終わりにかけて，学校周辺のブロック塀とフェンスの工事がはじまります。ご迷

惑をおかけすると思いますが，生徒の安全を守るための工事です。ご理解とご協力をお願いします。 

12/5，12/12（午後)，1/16， 

2/6（午前），2/20（午前），3/5 

【予約】両城中学校21―4661 

 教頭・養護教諭まで 

毎 月 第 ３ 火 曜 日 は 「 体 罰 ， ｾｸｼｭｱﾙ･ﾊﾗｽﾒﾝﾄ

相 談 日 」 担 当 ： 教 頭 , 田 ,向 山 ,堀 ,知 名  

◇いじめ撲滅キャンペーン標語・ポスター入選作品  

いじめゼロの実現をめざして，保護者代表，生徒代表，地域の方，教職員等によるプロジェクトチー

ムを設置して活動を行っています。今回のいじめ撲滅キャンペーンでは，生徒からポスター，保護者か       

らポスター・標語を募集しました。選出された優秀作品を紹介します。入選おめでとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長賞 (1 名)  

3-1 寺本紗英  

 

2-2  近藤優成  

生徒会長賞 (1 名)  

2-2  西内夏音  

生徒会副会長賞 (2 名)  

2-2  青野蒔葉奈   

生徒会賞 (4 名)  

1-2  大澤莉乃  2-2  兼田  遼  2-2  中谷彩綾  3-2  國藤菜々花  

いじめ撲滅プロジェクトチーム賞 (3 名) 

保護者ﾎﾟｽﾀｰ  
の部 (1 名)  

「つらいなら 伝えてほしい 悩み事」  亀迫あおい  

「一言と寄り添う気持ち 救われる」  田口芳美  

「友達の 笑顔を奪う 権利なし」  東  美貴  

3-2  新村美由紀  1-1  都甲琴心  
1-2  岡澤優衣  

中道由香  

保護者標語の部 (3 名)  


